
（別紙３）

～ 2025年　2月　15日

（対象者数） ４１名 （回答者数）
２５名

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） ９名 （回答者数）
８名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

教室外の活動を増やし、社会性やルール・マナーを意識した

療育を行う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

全員参加のミーティングの実施は難しいため、不参加のス

タッフには後日個別に情報共有をしフォローアップをしてい

く。

2

近隣に限らず、他の児童施設や公共施設などを利用し見識や

経験を広げる療育を目指していく。

3

近隣の児童施設や公共施設を利用し、活動の場を広げる。

○事業所名 放課後等デイサービス　GRIPキッズ　吉川校

○保護者評価実施期間
2025年　1月　13日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

療育スペースがぎりぎりの為運動療育の実施が難しいこと。 敷地面積に起因する。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

スタッフ全員参加の定期的なミーティングを行えていないた

め、情報の把握にバラつきがある。

スタッフ全員の出勤日を合わせることが困難なため。

近隣の児童施設との交流がなく協力体制が整っていない。 近隣施設に出向くことが極端に少なく、教室内での療育に偏っ

ている。

スタッフ間のつながりが強く、相互協力して問題解決に取り組

めるところ。

集団プログラムやイベントを組むときに、個人個人の療育を踏

まえたうえで企画立案するようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


